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《研究レポート》
「女郎花」の和と漢
賀川歩美
一、序
和歌や日本の漢詩に詠まれる「女郎花（オミナエシ） 」は、
黄色い小粒の花を咲かせる、秋の七草の一つである。ところが、中国詩の「女郎花」という語は、日本 「オミナエシ」（以下、表記としての「女郎花」と区別するため「オミナエシ」と記す。 ）とは異なる を指して用いられる。
本論では、中国と日本で異なる花を指す「女郎花」という
語について考察する
二、 「木蘭」と「女郎花」
最初に白居易の作品における女郎花について検討する。以下に引用する詩は、大和八年（八三四年） 、白居易六十
三歳の頃の作である。
膩如玉指塗朱粉、光似金刀剪紫霞。従此時時春夢裏、応添一樹女郎花。 （膩は玉指の朱粉を塗るがごとく、光は金刀の紫霞を剪るに似たり。此より時時春夢の
裏うち
、応に
一樹の女郎花を添ふべし。 ） （ 『白氏文集』 「題令狐家木蘭詩（令狐家の木蘭に題す詩） 」 、三一二
五（１）
）
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玉のような指に「朱紛」を塗ったようにふっくらと滑らか
で、また日に照らされた様は「紫霞」を金の刀で切り裂いたように煌いていると言うのは、花の姿の形容である。また「春夢」の内に「一樹」の女郎花を添えるべきであるというから、春に花を咲かせる樹木であるということがわかる。詩の題 も明らかであるように、白詩に詠まれる「女郎花」は「オミナエシ」のことではなく、 「木蘭」のことを指している。木蘭は木蓮とも言う 春に暗紅紫色または白色の花を咲かせ 落葉低木である。一方「オミナエシ」は、秋に黄色い花を咲かせる野草であるから、白詩の「女郎花 と 色や形、花の時期も異にする植物である。
白詩には、 「木蘭」と「女郎」を共に詠んだ詩がも 一首
ある。
紫房日照煙脂拆、素艶風吹膩粉開。怪得独饒脂粉態、木蘭曽作女郎来。 （紫房日照らして煙脂
拆ひら
き、素艶風吹い
て膩粉開く。怪しみ得たり独り脂粉の態
饒おほ
きを、木蘭曽
て女郎と作り来たれり。 ） （ 『白氏文集』 「戲題木蘭花（戲れに木蘭の花に題す） 」 、一三五九）
この詩では、木蘭の花の色から「煙脂」 （べに） 、 「膩粉」
（おしろい） 、 「脂粉」 （べにとおしろい）といった粧具を連想
し、女性と結びつけている。そして、なぜそうした女性の姿が連想されるのかと言えば、木蘭がかつて女郎であっ ためなのだ、と説明されている。 「女郎」は若い女性を意味する語である。
木蘭がかつて女郎であったとは、古楽府『木蘭辞』を踏ま
えた表現である。
その詩に詠まれる木蘭は、植物ではなく女性の名である。
木蘭には兄がおらず、この家には兵役に適した年齢の男子いなかった。そのため、王が兵を集めるにあたって、父が従軍することとなった。しかし結局は木蘭が父 代わ 男子のように鎧を着て従軍し、十年の後に無事に郷里に戻くる。帰ってきた際に、戦時の袍を脱いで裳に着替え、鬢を結い、化粧をした。戦中 同行していた仲間はその彼 の姿を見てようやく木蘭が女性であるということを知り 驚く。以下に引用するのは、木蘭が帰郷し、戦時の袍を脱ぐ場面である。
脱我戦時袍。著我旧時裳。当窓理雲鬢。対鏡帖花黄。出門看火伴。火伴驚惶。同行十二年。
不知木蘭是女郎。
（我が戦時の袍を脱ぎ、我が旧時の裳を著る。窓に当たりて雲鬢を理へ、鏡に対して花黄を帖す 門に出でて火
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伴を見るに、火伴驚惶す。同行すること十二年、
木蘭の
是れ女郎な を知らず。
） （ 『全梁詩』 「木蘭
辞（２）
」 ）
火伴（同じ仲間を意味する語）は女性の装いをした木蘭を
見て驚き、それが「不知木蘭是女郎。 （木蘭の是れ女郎なるを知らず。 ） 」と表現されている。
白居易は植物の木蘭を詠む際に、その「木蘭」という花の
名と「木蘭辞」に登場する「木蘭」という 性の名を重ね、「女郎花」の語を用いたのである。
三、 「女郎花」と「をみなへし」
次に、日本の「オミナエシ」について検討する。「オミナエシ」という植物自体は、 『万葉集』でも十四首に
詠まれている。その用字は、以下のようになっている。
「娘子部四」 （巻四、六七八）「姫押」 （巻七、一三五〇）「娘部思」 （巻八、一五 ）「娘部志」 （巻八、一五三八）「姫部志」 （巻八、一五 二）「姫部思」 （巻十、一九〇九）
「佳人部為」 （巻十、二一一一）「美人部師」 （巻十、二一一九）「娘部四」 （巻十、二二七九）「乎美奈敝之 巻十七、三九六五 （巻十七、三九六六） （巻十七、三九七三） （巻二十、四三二一）「乎美奈弊之」 （巻二十、四三四
〇（３）
）
『校本萬葉集』によると、巻十の二二七九番歌は、古活字版を含む江戸初期の版本では「女郎花」の表記になっている。それ以前の写本には「娘部四敝之」 （元暦校本・西本願寺本・温故堂本）とあるほか、神田本（紀州本）には「女娘部四敝之」とあ
る（４）
。細井本（江戸初期写）には「女郎花」の下
に「女郎花一本作娘部四一本娘敝之」の注記があり、 「オミナエシ」の文字表記に異同があることが認識されていたことがわかる。
ただし、平安末期に成立した『類聚古集』では「女郎部四
敝之」の表記となっている。しかし『類聚古集』は漢字 文が恣意的に改変されているなど校勘資料として問題のある部分があ
る（５）
。いずれにしても、 『万葉集』の成立した時点では、
「女郎花」の表記は用いられていなかった可能性が高いといえる。
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現存する資料においては、 「女郎花」の表記で「オミナエ
シ」を表している初出は、 『新撰万葉集』所収の詩とされてい
る（６）
。 『新撰万葉集』は、 『寛平御時后宮歌合』や『是貞親王
歌合』の歌を主要な資料としてとり、和歌を万葉仮名で記し、そのおのお に七言絶句を添え、春夏秋冬恋に部立した私撰集である。菅原道真撰とされ、上巻は寛平五年（八九三年）の成立とされる。写本・版本共に流布本系と原撰本系 分けられる。「オミナエシ」を詠んだ歌は、上巻に二首あり、また流布本系では下巻巻末に女郎花歌群があ
る（７）
。上巻、九十四番の漢
詩が日本の「女郎花」の初出である。以下に引用する。
女郎花野宿羇夫、不許繁花負万区。蕩子従来無定意、未嘗苦有得羅敷。 （女郎花の野に羇夫宿れり、許さず繁花万区に負ふことを 蕩子従来定れる意無し、未だ嘗てより
苦ねむごろ
に羅敷を得ること有ら
ず（８）
。 ）
「女郎花」の野に「羇夫」が宿る。 「夫 とあるからこれは男性であろう。 「女郎花」は植物であるが、そ 名から女性が連想され、この宿りは男女の関係ということになる。しかしその男性は放蕩の士である。一所にとどまっているつもりはなく、いまだかつて熱心に 羅敷」を求めたことはない。
「羅敷」は中国春秋戦国時代、貞女として知られた趙の美女の名である。ここでは、男性にとってただ一人の意中の女性という意味でとる。 の男性は多くの女性に言い寄るもの 、一人の女性だけを熱心に求めることはないのである。
この漢詩が添えられた和歌を以下に挙げる。
女倍之
　
匂倍留野辺丹
　
宿勢者
　
無綾泛之
　
名緒哉立南
（をみなへし匂へる野辺に宿りせば綾無くあだの名をや立てなむ） （ 『新撰万葉集』上巻、秋、九十三）
この和歌は「オミナエシ」に女性を重ね、 「オミナエシ」
が咲く野辺で寝ると誰かが浮いた噂を立て のではないか、と心配している男性の心境を詠むものである。 「をみな」は（特に若く美しい）女性を意味する語であり、 「オミナエシ」はその名から女性と重ねて詠まれた。
この和歌と漢詩では、和歌の「女倍芝」に対して漢詩で
「女郎花」の語を用いている。 「女倍芝」と「女郎花」が対応していることは源順（九一一年‐九八三年）が著した『和名類聚抄』の女郎花の項にも「新撰万葉集云、女郎花、倭歌云、女倍芝。 （新撰万葉集に云はく、 郎花は倭歌に云ふ、女倍芝なり。 ） 」と指摘されている。
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四、 「女郎花」と女性
「女郎花」の語が日本では木蘭ではなく「オミナエシ」に対して用いられるようになったのは、 「オミナエシ」が女性に喩えて詠まれる植物であったためであろう。ただし、 『万葉集』の「オミナエシ」の歌はそうではなく、単に秋の景物として詠む場合がほとんどであった。「オミナエシ」を詠む和歌について、大野由紀子「平安朝和歌における女郎花」
は（９）
、 「八代集の女郎花の歌を見てゆく
と、女郎花が盛んに詠まれた時期は平安時代前期であり、中でも古今集撰者時代に最も多く詠まれたと言うことができる」と指摘している。古今 撰者時代には、宇多天皇主催の女郎花歌合も三度開かれており、それが『新撰万葉集』下巻巻末の女郎花歌群の素材 もなっ いる。大野前掲論文 は、「女郎花の歌の世界はまずその『名』から発展していき、やがて『女郎花』は半ば無条件に人事・自然の二つの意味を持つものとして詠まれていったのであろう。それが 『古今集的表現』と相俟って、人々に受け入れられていった」とも述べられている。
『新撰万葉集』が「オミナエシ」に「女郎花」の表記を用いた最初の例であるとすると、そうした「オミナエシ」の語に女性を重ねて詠んだ和歌に対応させるため、漢詩においてもこの花の名に女性を連想させる語を用い 必要があったのだと考えられる。「オミナエシ」という語から生じた発想を漢詩でも同様に表現するためには、 「オミナエシ」を言い換えるのに適切な漢語が必要であった。そこで、白居易の詩で木蘭という植物を指していた「女郎
花」という を、 「オミナエシ」という和語に宛て、 「女郎」の語から女性の連想に繋げたのだと推測される。「オミナエシ」と「女郎花」の結びつきにより、 「オミナエシ」を詠む漢詩も作られた。『本朝文粋』巻一に収められた源順の「詠女郎花（女郎花を詠む） という詩がある。
花色如蒸粟、俗呼為女郎。聞名試欲契偕老、恐悪衰翁首似霜。 （花の色は蒸せる粟の如く、俗呼ばひて女郎となす。名を聞きて試みに偕老を契らむとすれど、恐るらくは衰翁が首の霜に似たるを悪まむことを ） （ 『本朝文粋』巻一、雑詩、雑言
詩
）（1
（
）
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この詩は『和漢朗詠集』巻上秋部、 「女郎花」の朗詠題に
も収められている。また、順の詩に、花は蒸した粟のような黄色い小粒の花であ と詠まれていることから、木蘭ではなく「オミナエシ」を指していることがわかる。
和歌で「オミナエシ」がその名から女性に喩えて詠まれて
いたように、順の漢詩では「女郎」という名から「女郎花」と試みに契りを交わそうとする。しかし、若く美しい女性は自分のような白髪の老人を嫌がり しないか たは霜にあうと枯れてしまう植物は、自分の霜 ように白 髪を嫌うではないか、と恐れるのである。
なお、 『和名類聚抄』の序文には「万葉集、三代式等所用
之仮字、水獣有葦鹿之名、山鳥有稲負之号、野草之中 花海苔 属於期菜等是也。 （万葉集、三代式等用ふる所の仮字、水獣に葦鹿の名有り、山鳥に稲負の号有 、野草 中の女郎花、海苔の属の於期菜等是なり。 ） 」とある。順は「女郎花」を「葦鹿」 （アシカ） 、 「稲負」 イナオホセ） 於期菜 （オゴナ）と同様、漢字を用いて和語を記したものと解していたとみられる。
五、まとめ
以上のように、 「木蘭」と「オミナエシ」は、全く異なる
植物だが、植物の名に女性を重ねるという点で共通している。
白居易は「木蘭」に植物の名称と古楽府に詠まれる女性の
名の二つを掛けて「女郎花」という語を用いたのであり、その「女郎花」という語は、女性を連想させる花という点で、日本では和歌において同じく 性と結び付けて詠まれていた「オミナエシ」のイメージと合致していた。そのため、 「女郎花」という字は日本では「オミナエシ」という植物と結び付けられ、定着することになったのである。
注（１）
　
以下、 『白氏文集』は本文、訓読ともに新釈漢文大系
（明治書院）による。なお、旧字は新字に改めた。（２）
　
原文は『全漢三国晋南北朝詩』全梁詩、巻十四、横吹曲
辞（中華書局、一九五九年）による。訓読は筆者が行った。（３）
　『新編国歌大観』による。
（４）
　
元暦校本（平安中期書写） 、西本願寺 （鎌倉後期）な
どでの表記は「娘部四敝之」であり、神田本（鎌倉末期）では「女娘部四敝之」 、大矢本（室町末期） どでは「娘敝之」と表
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記される。 「部四敝之」と「へし」が重複した表記となっているのは、 「部四」と「敝之」の二つの表記があり、表記が混乱したためと思われる。（５）
　
木下正俊「万葉集写本の意改」 （ 『萬葉集論考』臨川書店、
二〇〇〇年）（６）
　
柏木由夫「古典文学植物誌」 （ 『国文学
　
解釈と教材の研
究』四十七巻三号、学燈社、二〇〇二年） 。（７）
　『新撰万葉集』の女郎花歌に関する先行研究としては山
崎健司「新撰万葉集女郎花の部の形成
　
――宇多上皇周辺にお
ける和歌の享受――」 （ 『国語国文』五十九巻三号、京都大学文学部国語学国文学研究室、一九九〇年） 、梁青「 『新撰万葉集』の漢詩における歌材の受容 京都語 二 号、佛教大学国語国文 会、二〇一三年）がある。（８）
　
以下、 『新撰万葉集』は『新編国歌大観』によって番号
を付し、本 及び訓読は半澤幹一、津田潔『対釈新撰万葉集』（勉誠出版、二〇一五年）による。（９）
　
大野由紀子「平安朝和歌における女郎花
　
――古今集的
表現の一環と て――」 （ 『国文』八十一巻 お茶 水女子大学国語国文学会、一九九四年）（
10）　
本文、訓読は日本古典文学大系『本朝文粋』 （岩波書店、
一九六四年）による。
 （かがわ・
あゆみ
　
成城大学大学院博士課程前期）
